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成
十
八
年
五
月
通
常
総
会
を
多
数
の
来
賓
の
方
々
ご

臨
席
の
も
と
盛
大
に
執
り
行
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

統
合
致
し
ま
し
て
一
年
余
六
拠
点
の
大
き
な
温
度
差
の

あ
る
中
で
役
職
員
一
体
と
な
っ
て
組
織
創
り
を
主
体
に
統

合
協
定
書
に
基
づ
い
て
事
業
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。

役
員
の
皆
さ
ま
に
は
任
期
一
年
と
い
う
限
ら
れ
た
中
で

理
事
会
に
部
会
並
び
に
委
員
会
を
設
け
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野

で
活
動
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は

総
会
議
案
書
の
事
業
報
告
書
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。
特

に
地
域
班
の
組
織
化
と
設
置
並
び
に
配
分
金
基
準
単
価
の

一
元
化
・
会
員
互
助
会
の
立
ち
上
げ
等
、
重
点
的
に
行
っ

た
な
か
で
、
契
約
金
額
も
二
億
円
を
突
破
す
る
事
業
実
績

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
役
員
改
選
に
よ

り
理
事
二
十
名
、
監
事
二
名
の
新
役
員
が
誕
生
し
不
肖
私

が
引
き
続
き
理
事
長
の
重
責
を
担
う
事
と
な
り
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

今
後
は
、
新
し
い
役
員
体
制
の
も
と
新
た
な
基
盤
整
備

を
推
進
し
、
特
に
職
群
班
の
組
織
創
り
に
会
員
と
役
職
員

等
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
み
、
安
芸
高
田
市
の
地
域
の
皆

さ
ん
に
愛
さ
れ
、
喜
ん
で
頂
け
る
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
と
な
る
よ
う
努
力
い
た
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

会
員
を
は
じ
め
市
行
政
並
び
に
関
係
者
皆
様
の
強
力
な

ご
支
援
と
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

刈払機取扱講習会

高齢者向け料理講習会
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自 平成18年４月１日 至 平成19年３月31日 (単位：千円)

Ⅰ事業活動収支の部 Ⅱ投資活動収支の部

科 目 本年度
当初予算額

前年度
当初予算額

増 減 備 考
科 目 本年度

当初予算額
前年度
当初予算額

増減 備 考
大 中 科 目 大 中 科 目

１. 事業活動収入 １. 投資活動収入
固定資産売却収入 11 0 11受 託 事 業 収 入 197,110 189,557 7,553
敷金・保証金等戻り収入 10 2 8 自動車リサイクル料金に伴

う預託金相当額の収入独 自 事 業 収 入 2,595 2,421 174
特定資産取崩収入 5,000 0 5,000 減価償却引当預金及び運営

資金積立預金の取崩収入会 費 収 入 1,477 1,666 △189
投資活動収入計 5,021 2 5,019補 助 金 等 収 入 55,583 64,603 △9,020 国庫補助金 (Ｃランク)
２. 投資活動支出負 担 金 収 入 100 94 6
固定資産取得支出 1,901 2,818 △917寄 付 金 収 入 1 3 △2
敷金・保証金等支出 50 63 △13 自動車リサイクル料特定資産運用収入 1 0 1
特定資産取得支出 1,000 2,101 △1,101 減価償却引当預金及び運営

資金積立預金へ雑 収 入 51 160 △109
投 資 活 動 支 出 計 2,951 4,982 △2,031事業活動収入計 256,918 258,504 △1,586
投 資 活動収支差額 2,070 △4,980 7,050

１. 事業活動支出
Ⅲ財務活動収支の部

受託事業費支出 179,700 172,880 6,820
科 目 本年度

当初予算額
前年度
当初予算額

増減 備 考独自事業費支出 2,480 2,336 144
大 中 科 目

安全・適正就業推進費支出 4,983 4,780 203
１. 財務活動収入

普及啓発費支出 2,454 2,669 △215 借 入 金 収 入 1 1 0 短期借入金
就業開拓提供費支出 17,034 18,983 △1,949 財務活動収入計 1 1 0
調査研究費支出 868 375 493 ２. 財務活動支出
福祉・家事援助費支出 4,337 4,201 136 借入金返済支出 1 1 0 短期借入金返済金
ＳＰ事業費支出 1,098 1,093 5 財務活動支出計 1 1 0

２. 管理費支出 財務活動収支差額 0 0 0
人 件 費 支 出 35,951 40,516 △4,565 Ⅳ予備費 1,081 843 238
一般運営費支出 9,932 12,894 △2,962 当 期 収 支 差 額 △930 △8,046 7,116
事業活動支出計 258,837 260,727 △1,890 前 期 繰越収支差額 930 8,046 △7,116

事 業 活動収支差額 △1,919 △2,223 304 次 期 繰越収支差額 0 0 0

今
年
度
は
、
社
団
法
人

安
芸
高
田
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
発
足
し
て
２

年
目
で
あ
り
、｢

自
主
・
自
立
・
共
働
・

共
助｣

の
基
本
理
念
の
も
と

｢

安
全

が
全
て
に
優
先
す
る｣

を
念
頭
に

置
き
、
地
域
の
担
い
手
と
し
て
、
地
域
福

祉
に
貢
献
し
、
信
頼
さ
れ
る
よ
う
、
会
員
・

役
員
・
職
員
の
研
修
を
一
層
深
め
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
団
塊
世
代
の
シ
ル
バ
ー
会

員
へ
の
参
入
に
備
え
新
た
な
就
業
の
場
の

開
拓
等
に
努
力
し
、
今
後
の
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
事
業
の
更
な
る
発
展
の
た
め

よ
り
効
率
的
に
事
業
運
営
を
図
り
、
地
域

社
会
の
期
待
に
応
え
て
い
き
ま
す
。

事
業
実
施
計
画

事
業
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
役
員
会
、

各
部
会
、
各
委
員
会
等
を
中
心
に
各
種
会

議
を
開
催
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
計
画
に
基
づ

い
て
具
体
的
に
審
議
し
、
そ
の
計
画
や
実

施
を
行
い
ま
す
。

○
理
事
会
…
各
部
会
・
委
員
会
に
お
い

て
必
要
な
案
件
を
具
体
的
に

執
行
、
そ
の
他
総
会
の
議
決

を
要
し
な
い
業
務
等
の
執
行

に
関
す
る
事
項
の
協
議

○
総
務
部
会
…
補
助
金
の
確
保
、
組
織
の

活
性
化

○
事
業
部
会
…
職
群
班
の
編
成
、
各
種
講

習
会
の
開
催
、
組
織
の
活
性

化

○
福
祉
部
会
…
福
祉
・
家
事
援
助
サ
ー
ビ

ス
事
業
の
情
報
収
集
、
講
習

会
開
催
、
女
性
会
員
入
会
促

進

○
広
報
部
会
…
市
民
・
会
員
へ
の
情
報
提

供
、
各
種
普
及
啓
発

○
安
全
委
員
会
…
事
故
の
未
然
防
止
、
事
故

後
の
対
応
、
講
習
会
の
開
催

平成18年５月31日通常総会
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本
所
管
理
部
門

庶務・経理
川口 恵子

理

事

会

常
務
理
事
兼
事
務
局
長

三
木

鐵
也

事
務
局
次
長

庶務・経理
國信ゆりこ

本
所
業
務
部
門

福祉・家事援助
堀江 朱実

就業機会創出員
佐久間収三

業務担当
森田慎太郎

安全・適正就業パトロール指導員
木下 豊

甲田支所長
渡辺 正美

庶務・業務担当
竹広万里子

安全適正就業推進員
谷川 正留

八千代出張所長
山本 勝

庶務・業務担当
渡辺美智子

美土里出張所長
高広 四六

庶務・業務担当
土居森祥会

高宮出張所長 庶務・業務担当
信藤 初美

向原出張所所長代理
大賀 千晶

庶務・業務担当
吉野美知子

部部
会会
組組
織織
図図

平
成
18
年
６
月
１
日
現
在

総 務 部 会 事業部会 役 員(理事・監事)

今村 義照 市議会議員
(文教厚生常任委員長)

沖土居利丸 部会長 役職 氏 名
中川 隆士 副部会長 理 事 長 坪井 克己

行友 勉 部会長 渡邊 幸雄 副理事長 実方 政義
大石 昭則 副部会長 実方 政義 副理事長 金川 末夫
山口 康文 沖野 洋美

理 事 三木 鐵也沖土居利丸 藤川 操
理 事 今村 義照 市議会議員若林 正一 渡邉 徹也
理 事 廣政 克行 福祉保健部長山藤 照明 坪井 克己
理 事 山口 康文藤川 操 三木 鐵也
理 事 山岡 正子金川 末夫

坪井 克己 広報部会 理 事 行友 勉
三木 鐵也 理 事 山藤 照明山口 康文 部会長

理 事 渡邊 幸雄児玉征之助 副部会長福 祉 部 会 理 事 沖野 洋美渡邉 徹也 副部会長
理 事 藤川 操廣政 克行 福祉保健部長 大石 昭則
理 事 若林 正一山岡 正子 部会長 三村 喬

三村 喬 副部会長 理 事 児玉征之助行友 勉
渡邊 幸雄 理 事 沖土居利丸山岡 正子実方 政義 理 事 渡邉 徹也沖野 洋美若林 正一 理 事 大石 昭則山藤 照明中川 隆士

理 事 三村 喬坪井 克己児玉征之助
理 事 中川 隆士三木 鐵也金川 末夫
監 事 兼近 浩三坪井 克己
監 事 渡邊 輝雄三木 鐵也

社社団団法法人人 安安芸芸高高田田市市シシルルババーー人人材材セセンンタターー 組組織織図図
平成18年８月１日現在
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園園
芸芸
講講
習習
会会

実
施
日

平
成
18
年
７
月
20
日

会

場

当
セ
ン
タ
ー
甲
田
支
所

講

師

竹
中

武
氏

受
講
者

40
名

高高
齢齢
者者
向向
けけ
料料
理理
講講
習習
会会

((

第第
１１
回回))

実
施
日

平
成
18
年
７
月
13
日

会

場

吉
田
町
吉
田
運
動
公
園

講

師

安
芸
高
田
市
役
所

津
留

京
子
氏

受
講
者

42
名

刈刈
払払
機機
取取
扱扱
講講
習習
会会

((

第第
１１
回回))

実
施
日

平
成
18
年
６
月
30
日

会

場

当
セ
ン
タ
ー
本
所

講

師

高
田
郡
森
林
組
合

谷
岡

正
登
氏

受
講
者

60
名

刈刈
払払
機機
取取
扱扱
講講
習習
会会

((

第第
２２
回回))

実
施
日

平
成
18
年
７
月
４
日

会

場

当
セ
ン
タ
ー
甲
田
支
所

講

師

高
田
郡
森
林
組
合

谷
岡

正
登
氏

広
島
ビ
ー
バ
ー
サ
ー
ビ
ス

高
橋

正
明
氏

受
講
者

70
名

わわ
らら
細細
工工
講講
習習
会会

実
施
日

平
成
18
年
６
月
28
日

会

場

当
セ
ン
タ
ー
わ
ら
細
工
加
工
所

講

師

増
田

武
夫
氏

井
上

博
之
氏

松
本

信
夫
氏

受
講
者

35
名

���������� �����安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
を
六
月
二

十
二
日
年
間
計
画
、
安
全
・
適
正
就
業

強
化
月
間
行
事
、
安
全
適
正
就
業
パ
ト

ロ
ー
ル
の
実
施
計
画
等
を
決
定
し
た
。

安
全
就
業
標
語
募
集
を
五
月
三
十
一

日
に
発
表
し
、
六
月
三
十
日
を
締
切
日

と
し
て
、
応
募
数
四
十
作
品
を
標
語
選

考
委
員
長
に
中
橋
一
誠
氏

(

中
国
新
聞

安
芸
高
田
支
局
長)

と
委
員
六
人
が
七

月
十
一
日
優
秀
賞
六
作
品
を
決
定
し
た
。

安
全
就
業
担
当
者
研
修
会
七
月
十
九

日
広
島
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

開
催
さ
れ
三
名
が
事
例
発
表
等
を
研
修

し
た
。

安
全
就
業
パ
ト
ロ
ー
ル
を
七
月
二
十

五
日
安
芸
高
田
市
全
域
の
拠
点
を
非
公

開
形
式
に
し
て
、
三
グ
ル
ー
プ
六
ル
ー

ト
を
実
施
、
終
了
後
に
意
見
交
換
を
行

い
、
草
刈
で
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の

徹
底
、
一
定
距
離
を
と
る
指
導
、
周
辺

へ
の
注
意
と
気
配
り
の
指
導
。
剪
定
で

は
、
足
場
の
設
置
を
行
い
、
脚
立
で
の

足
場
作
り
で
は
、
ロ
ー
プ
で
固
定
し
、

足
場
板
を
ロ
ー
プ
で
固
定
す
る
。
危
険

と
思
わ
れ
る
作
業
は
、
高
齢
等
の
た
め

シ
ル
バ
ー
は
断
る
こ
と
を
徹
底
す
る
必

要
が
あ
る
。
シ
ル
バ
ー
会
員
の
就
業
は
、

健
康
で
共
助
を
第
一
義
で
あ
る
こ
と
を

理
解
し
、
周
知
に
努
め
る
こ
と
の
集
約

を
行
っ
た
。

こ
れ
ら
を
総
括
し
、
今
後
の
活
動
に

反
映
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

����５
月
31
日

安
全
標
語
募
集
開
始

６
月
22
日

年
間
計
画
策
定

一
、
安
全
・
適
正
就
業
年
間

計
画
表

一
、
安
全
・
適
正
就
業
強
化

月
間
行
事

一
、
安
全
・
適
正
就
業
パ
ト

ロ
ー
ル
実
施
計
画
等

７
月
11
日

安
全
標
語
の
選
考
会

四
十
点
中
優
秀
作
品
六
点

を
決
定

７
月
19
日

安
全
就
業
担
当
者
研
修
会

｢

三
名
参
加
広
島
鯉
城
会

館｣

７
月
24
日

安
全
標
語
の
表
彰
式

７
月
25
日

安
全
就
業
パ
ト
ロ
ー
ル
実

施三
班
に
分
れ
全
市
を
巡
回
、

終
了
後
に
意
見
交
換
を
行

い
今
後
の
活
動
に
反
映
す

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た

�����一
、

第
二
回
目
の
全
市
の
安
全
就
業

パ
ト
ロ
ー
ル
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������������������優
秀
作
品
は
次
の
と
お
り(

敬
称
略)

｢

シ
ル
バ
ー
の
無
事
故
で
し
め
す
安

全
就
業｣

坪
井
千
枝
子
▽

｢

こ
れ
く
ら

い
と
思
う
心
に
事
故
の
か
げ｣

中
川
隆

士
▽

｢

ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
と
手
抜
き

が
事
故
の
も
と｣

山
中
義
紘
▽

｢

気
を

抜
く
な
自
信
と
過
信
は
紙
一
重｣

渡
辺

徹
也
▽

｢

シ
ル
バ
ー
を
和
と
輪
で
結
ぶ

安
全
就
業｣

▽

谷
川
正
留
▽

｢

安
全
は
経
験

よ
り
も
初
心
を

常
に｣

佐
々
木

博中
国
新
聞

２
０
０
６
年

(

平
成
18
年)

７
月
12
日

一
、

農
薬
取
扱
講
習
会

(

四
月
よ
り

残
留
農
薬
が
き
び
し
く
な
っ
た
。
除

草
に
使
用
す
る
ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
等)

一
、
各
拠
点
で
の
安
全
就
業
パ
ト
ロ
ー

ル
強
化
と
指
導

����今年もヒ
モ
刈
り

(
石
飛)

事
故
が

三
件
発
生
し
て
い
ま
す
。｢

車
が
あ
っ

た
ら
ヒ
モ
を
使
用
し
な
い｣

各
拠
点
に
防
護
ネ
ッ
ト
を
配
布
し
ま

し
た
。
必
ず
活
用
し
事
故
を
起
こ
さ
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

○
終
り
に

『

安
全
は
す
べ
て
に
優
先
す

る』

を
忘
れ
ず
作
業
を
し
ま
し
ょ
う
。

(

社)

安
芸
高
田
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
互
助
会

会
長

春
日

信
次

安
芸
高
田
市
Ｓ
Ｃ
発

足
後
、
一
年
経
過
し
た

今
日
、
市
内
六
町
統
合

し
て
の｢

会
員
互
助
会｣

を
発
足
さ
せ
、
総
会
を
開
催
す
る
事
が

出
来
ま
し
た
。

こ
の
間
、
各
町
代
表
に
よ
る
統
合
準

備
委
員
会
に
於
て
、
活
動
内
容
、
会
則
、

会
費
、
役
員
選
考
等
に
つ
い
て
協
議
を

し
、
調
整
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

｢

シ
ル
バ
ー｣
会
員
の
皆
さ
ま
は
、

新
た
な
人
生
の
目
的
に
向
か
っ
て
、
豊

富
な
経
験
と
知
識
を
生
か
し
て
、
安
全

就
業
の
機
会
を
求
め
る
と
共
に
、
自
ら

の
生
き
甲
斐
を
追
求
さ
れ
て
い
る
事
と

思
い
ま
す
。
同
じ
地
域
に
生
き
る
者
と

し
て
、
交
流
・
親
睦
を
促
進
し
、
住
み

良
い
町
づ
く
り
の
担
い
手
と
し
て
の
期

待
感
も
あ
り
ま
す
。

会
員
互
助
会
で
は
、｢

シ
ル
バ
ー｣

に
集
う
仲
間
と
し
て
、
各
々
に
特
技
・

個
性
を
発
揮
し
て
、
シ
ル
バ
ー
事
業
の

発
展
に
尽
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

会
員
の
皆
様
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。
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(社)安芸高田市シルバー人材センター

会員互助会役員
(敬称略､ 順不同)

役職名 氏 名

会 長 春日 信次 (吉 田)

副 会 長 重光 清 (甲 田)

副 会 長 佐々木 博 (向 原)

副 会 長 土橋 博明 (八千代)

庶務会計 飯森 義明 (吉 田)

幹 事 沖田 一夫 (吉 田)

幹 事 西川 俊彦 (甲 田)

幹 事 津田 信彦 (美土里)

幹 事 宮田 浩之 (高 宮)

幹 事 鈴川 暢章 (向 原)

幹 事 玉川 康男 (八千代)

監 事 新田 琢磨 (美土里)

監 事 佐々木 智 (高 宮)

顧 問 坪井 克己 (理事長)

顧 問 行友 勉 (総務部会長)

顧 問 三木 鐵也 (事務局長)

支部名 事 業 計 画

吉田支部

６月11日 輪投げ大会 吉田運動公園 体育館
10月15日 グラウンドゴルフ大会 吉田運動公園

＊ 雨天の場合は､ 輪投げ
10月下旬～11月上旬 研修会

甲田支部
４月 花見
10月 グラウンドゴルフ大会
11月 研修会

八千代支部
10月 グラウンドゴルフ大会
12月 研修親睦会

美土里支部
10月 グラウンドゴルフ大会
12月 研修会､ 親睦会
２月 料理教室

高宮支部
10月15日 グラウンドゴルフ大会

高宮ハーモニー広場
12月上旬 研修会 (日帰り)

向原支部
７月 グラウンドゴルフ大会 健康増進
10月 グラウンドゴルフ大会 健康増進
11月 研修会､ 親睦会

本部
11月５日 グラウンドゴルフチャンピオン大会

吉田運動公園

※各支部の事業計画は､ 次のとおりです｡

����



����部
会
長

行
友

勉

五
月
三
十
一
日
に
通
常

総
会
が
開
催
さ
れ
、
六
月

一
日
に
新
役
員
の
選
任
が
行
わ
れ
ま
し

た
。昨

年
度
は
、
六
拠
点
の
諸
課
題
等
の

整
理
、
調
整
を
図
り
事
業
が
推
進
さ
れ

ま
し
た
。

今
年
度
は
、
統
合
二
年
目
を
迎
え
、

国
・
市
の
補
助
金
が
削
減
さ
れ
厳
し
い

財
源
の
中
で
の
事
業
推
進
と
な
り
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
事
業
の
本
来
の
目
的
で
あ

る
、
会
員
自
か
ら
が
自
主
的
、
主
体
的

な
組
織
の
運
営
を
行
い
な
が
ら
、
会
員

同
士
が
助
け
あ
い
、
仲
良
く
働
く

｢

共

働｣
｢

共
助｣

の
精
神
を
持
っ
て
就
業

で
き
る
組
織
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

会
員
が
一
つ
に
な
っ
て
取
り
組
ん
で

行
き
ま
し
ょ
う
。

総
務
部
会
も
新
体
制
で
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。総

務
部
会
は
第
一
回
目
の
部
会
を
六

月
九
日
に
開
催
し
、
事
務
局
か
ら
説
明

を
受
け
協
議
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

(

１)

地
域
班
の
活
性
化
に
つ
い
て

○
各
町
地
域
班
組
織
の
充
実

(

２)

年
間
行
事
計
画
に
つ
い
て

(

３)

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て

(

４)

見
積
り
に
よ
る

｢

請
負｣

、｢

委

任｣

に
つ
い
て

(

５)

そ
の
他

����
部
会
長

沖
土
居
利
丸

本
年
度
の
事
業
計
画
等

に
つ
い
て
は
、
六
月
八
日
に
事
業
部
会

を
開
催
し
協
議
致
し
ま
し
た
。

先
ず
会
員
の
技
能
養
成
と
安
全
就
業

を
図
る
目
的
で
各
種
講
習
会
を
実
施
し

ま
し
た
。

六
月
二
十
八
日
、
わ
ら
細
工
講
習
会

で
は
、
神
社
の
し
め
縄
の
作
り
方
を
受

講
、
三
十
五
名
の
参
加
が
有
り
ま
し
た
。

ま
た
、
刈
払
機
取
扱
講
習
会
で
は
、
受

講
会
員
が
多
数
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

二
カ
所
に
分
け
て
開
催
し
ま
し
た
。

六
月
三
十
日
、
セ
ン
タ
ー
本
所

(
六

〇
名)

、
七
月
四
日
セ
ン
タ
ー
甲
田
支

所

(

七
〇
名)

合
わ
せ
て
一
三
〇
名
の

方
が
熱
心
に
受
講
さ
れ
ま
し
た
。
七
月

二
十
日
に
は
、
甲
田
支
所
で
園
芸
講
習

会
を
開
催
し
、
四
〇
名
の
方
が
野
菜
の

栽
培
に
つ
い
て
受
講
さ
れ
、
午
後
か
ら

は
園
芸
の
ハ
ウ
ス
に
て
、
種
播
き
の
実

習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

次
回
は
、
剪
定
講
習
会
を
、
九
月
下

旬
に
予
定
し
、
現
在
準
備
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
多
数
ご
参
加
し
て

頂
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

次
に
本
年
度
の
セ
ン
タ
ー
重
点
施
策

と
し
て
、
職
群
班
の
編
成
に
現
在
地
域

の
役
員
の
方
々
と
一
緒
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。
こ
の
事
は
、
会
員
の
就
業

は

『

共
に
助
け
合
い
な
が
ら』

『

共
に

働
く』

グ
ル
ー
プ
就
業
が
基
本
で
あ
り
、

仕
事
の
段
取
り
か
ら
、
完
成
ま
で
を
ト

ラ
ブ
ル
な
く
、
円
滑
に
仕
事
を
進
め
る

為
の
絶
対
条
件
で
あ
り
ま
す
。
一
日
も

早
く
グ
ル
ー
プ
編
成
を
行
い
、
セ
ン
タ
ー

の
理
念
で
あ
る｢

自
主
・
自
立
・
共
働
・

共
助｣

に
よ
る
セ
ン
タ
ー
活
動
が
で
き

る
よ
う
会
員
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

����
部
会
長

山
岡

正
子

福
祉
部
会
で
は
、
会
員

の
健
康
管
理
や
就
業
機
会
の
確
保
の
た

め
、
高
齢
者
向
け
料
理
講
習
会
を
今
年

度
は
、
男
女
混
合
で
七
月
十
三
日
吉
田

運
動
公
園
に
、
多
数
の
参
加
者
と
楽
し

く
講
習
を
し
ま
し
た
。

便
利
さ
を
求
め
て
き
た
食
生
活
を
め

ぐ
る
環
境
の
変
化
に
伴
い
、｢

現
代
型

栄
養
失
調｣

を
引
き
起
こ
し
、
生
活
習

慣
病
の
人
が
多
く
な
っ
て
い
る
そ
う
で

す
の
で
、
高
齢
者
向
け
料
理
と
し
て
地

域
の
食
材
を
十
分
使
い
、
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
食
生
活
を
す
る
た
め
の
講
習
会

を
来
年
二
月
に
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

ふ
る
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

ま
た
、
今
後
会
員
の
皆
様
の
知
識
・

技
能
の
向
上
を
願
っ
て
、
接
遇
マ
ナ
ー

の
研
修
会
等
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

����

部
会
長

山
口

康
文

広
報
部
会
は
、
地
域
の

高
齢
者
が
就
業
を
通
じ
て
健
康
を
維
持

し
、
地
域
社
会
参
加
の
喜
び
と
生
き
が

い
を
感
じ
て
も
ら
う
た
め
、
い
か
に
し

て
普
及
啓
発
を
す
る
か
に
か
か
っ
て
い

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

人
材
セ
ン
タ
ー
の
日
々
の
活
動
を
な

る
べ
く
早
く
、
情
報
と
し
て
、
会
員
の

皆
さ
ん
に
お
届
け
す
る
よ
う
、
他
部
会

と
の
共
同
連
携
を
図
り
な
が
ら
活
動
し

て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
実
施
す
る
項
目
は
三
点
で

す
。

一
、

市
広
報
誌
へ
Ｐ
Ｒ
の
掲
載

一
、

年
二
回
会
報
の
発
行(

シ
ル
バ
ー

安
芸
高
田)

一
、

セ
ン
タ
ー
ニ
ュ
ー
ス
等
の
企
画
、

発
行
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向
原
町
地
域
の
会
員
数
は
、
七
月
末
現
在

で
男
性
四
十
九
名
・
女
性
十
三
名

計
六
十

二
名
で
す
。

受
注
実
績
は
、
四
月
か
ら
六
月
ま
で
各
月

前
年
を
上
回
っ
て
お
り
ま
す
。

特
に
一
般
家
庭
や
事
業
所
か
ら
の
六
月
受
注
実
績

は
、
前
年
の
二
倍
に
な
っ
て
お
り
、
会
員
の
皆
様
が

汗
を
流
し
て
く
だ
さ
っ
た
お
か
げ
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
地
域
の
皆
様
に
も
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
が
、
浸
透
し
て
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

｢

シ
ル
バ
ー
さ
ん
に
頼
ん
で
よ
か
っ
た｣

と
思
わ

れ
る
よ
う
に
、
自
身
の
健
康
に
も
気
を
つ
け
な
が
ら

仕
事
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
向
原
町
地
域
地
区
委
員
・
世
話
人
会
議
を

行
い
、
地
域
班
、
職
群
班
組
織
編
成
に
つ
い
て
検
討

し
て
お
り
ま
す
。
会
員
へ
の
情
報
の
伝
達
あ
る
い
は
、

ご
意
見
を
反
映
で
き
る
よ
う
会
員
会
議
も
行
う
予
定

で
す
。

さ
て
、
本
年
度
か
ら(

社)

安
芸
高
田
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
互
助
会

向
原
支
部
が
発
足
さ

れ
ま
し
た
。

行
事
と
し
て
向
原
支
部
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

を
七
月
十
八
日
に
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
天
候

に
恵
ま
れ
ず
や
む
な
く
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
改
め

て
八
月
二
十
八
日(

月)

に

開
催
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
お
誘
い
合
わ

せ
の
上
、
多
数
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

仕
事
だ
け
で
な
く
、
親
睦

の
ほ
う
で
も
汗
を
流
し
て
は
、

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

�������高
宮
町
地
域
に
お
い
て
は
、
地
域
班
、
職

群
班
の
組
織
化
を
重
点
事
業
と
し
て
示
さ
れ
、

各
地
区
温
度
差
の
解
消
等
々
に
よ
り
連
帯
意
識
と
親

睦
と
を
基
調
と
し
て
、
安
全
な
作
業
の
遂
行
を
進
め

て
い
き
、
事
業
効
果
を
高
め
る
と
い
う
目
的
で
発
足

し
た
。

組
織
は
、
本
人
の
希
望
に
応
じ
て
職
種
ご
と
に
編

成
を
行
っ
た
。
高
宮
町
内
の
仕
事
内
容
に
よ
り
、
草

刈
り
・
剪
定
・
ゴ
ル
フ
場
・
祭
壇
・
湯
の
森
・
大
工
・

宿
日
直
・
文
書
配
達
・
水
道
検
針
な
ど
の
名
称
を
付

け
て
そ
れ
ぞ
れ
に
班
員
を
決
め
た
。
各
職
種
で
は
川

根
・
船
佐
・
来
原
の
３
つ
の
地
区
毎
に
ま
と
め
役
と

し
て
班
長
と
副
班
長
を
決
め
て
班
編
成
を
行
っ
た
。

現
在
、
班
長
と
副
班
長
は
事
務
所
か
ら
受
注
に
関

す
る
電
話
を
受
け
、
班
員
へ
の
連
絡
を
し
て
担
当
者

を
決
め
、
就
業
報
告
書
に
よ
り
就
業
の
開
始
や
終
了

時
刻
、
使
用
機
器
、
立
替
材
料
費
等
を
事
務
所
に
連

絡
を
す
る
と
い
う
世
話
人
を
兼
ね
た
仕
事
を
し
て
い

る
。い

ろ
い
ろ
試
行
す
る
中
で
む
ず
か
し
い
こ
と
も
出

る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
が
、
今
後
は
、
絶
え
ず
会

議
を
開
き
な
が
ら
班
内
の
調
整
を
図
り
、
問
題
点
の

改
善
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

し
て
、
安
芸
高
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会

員
全
員
が
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
と
り
な
が
ら
、
職
群

班
と
し
て
働
き
出
す
時
が
一
日
も
早
く
来
る
こ
と
を

願
い
期
待
し
て
い
ま
す
。

児
玉
征
之
助

『

ま
ず

も
っ
て

安
全
を

全
て
に

優
先
す
る』

昨
年
十
二
月
か
ら

一
月
に
か
け
て
、
未

曾
有
と
云
っ
て
い
い
程
の
大

雪
に
見
舞
わ
れ
、
屋
根
の
上

も
一
メ
ー
ト
ル
以
上
の
積
雪

で
、
あ
ち
こ
ち
で
大
変
な
被

害
を
も
た
ら
し
、
そ
れ
に
伴

い
除
雪
作
業
の
申
込
み
が
殺

到
い
た
し
ま
し
た
。

屋
根
の
修
理
や
、
雨
ど
い

の
か
け
替
え
工
事
等
今
だ
に

実
施
を
し
て
お
り
ま
す
。

会
員
一
人
ひ
と
り
の｢

安

全｣

を
願
っ
て
止
ま
な
い
も

の
で
あ
り
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
は
、

毎
年
美
土
里
小
学
校
三
年
生

の
児
童
を
対
象
に
男
性
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
会(

や
ろ
う
会)

と
合
同
で
米
作
り
や
大
豆
の

作
付
け
か
ら
秋
の
収
穫
祭
に

至
る
ま
で
、
子
供
と
の
ふ
れ

あ
い
を
大
切
に
し
て
お
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

十
月
に
は
、
会
員
全
員
に

よ
る
草
刈
、
草
取
り
等
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
施
し
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
等

を
楽
し
め
ば
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。 ���������������吉

田(

可
愛)

地
区
の
会
員
30
名
が
可

愛
小
学
校
の
植
木
、
さ
つ
き
、
剪
定
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
一
役
買
っ
た
。

毎
年
シ
ル
バ
ー
の
日(

11
月)

に
合
せ
て
実
施
、

活
動
し
て
い
ま
し
た
が
小
学
校
に
は
さ
つ
き
が
多

く
、
さ
つ
き
の
剪
定

に
適
し
た
時
期
が
良

い
と
言
う
学
校
側
、

会
員
の
声
を
参
考
に

し
て
時
期
を
変
更
し

七
月
三
日
に
作
業
を

い
た
し
ま
し
た
。
散

髪
を
終
え
た
ば
か
り

の
頭
の
よ
う
に
、
さ

つ
き
も
他
の
植
木
も

実
に
さ
っ
ぱ
り
と
美

し
く
な
っ
た
と
学
校

側
、
会
員
の
声
。

技
術
、
技
能
は
現

職
の
植
木
職
人
さ
ん

の
よ
う
だ
と
の
評
…

今
後
も
安
全
に
は

く
れ
ぐ
れ
も
留
意
し

て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

可
愛
地
区
委
員

沖
田

一
夫

�������現
在
10
名
３
グ
ル
ー
プ
で
襖
・

障
子
・
網
戸
の
張
替
を
お
受
け
し

て
い
ま
す
。

技
術
の
習
得
に
務
め
、
普
通
の
張
替
に

は
対
応
で
き
る
自
信
が
つ
い
て
き
ま
し
た

が
時
た
ま
未
知
と
遭
遇
し
思
考
錯
誤
す
る

場
面
も
あ
り
ま
す
。

作
業
は
基
本
を
大
切
に
し
、
お
客
様
に

お
褒
め
頂
け
る
完
成
度
を
求
め
て
、
研
鑽

を
続
け
て
い
ま
す
。

問
題
は
、
運
搬
・
大
工
の
欠
員
で
し
た

が
、
幸
い
に
新
入
会
員
の
建
具
経
験
者
を

確
保
し
班
の
充
実
と
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に

お
応
え
で
き
る
体
制
作
り
に
務
め
て
い
ま

す
。

� � � � �
����������八

月
三
十
日
土
師
八
千
代
湖
に
お
い
て

交
流
ボ
ー
ト
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

交
流
ボ
ー
ト
は
十
人
乗
り
で
音
頭
と
り
、
舵
取

り
が
各
一
名
、
こ
ぎ
手
が
八
人
で
一
チ
ー
ム
で
す
。

シ
ル
バ
ー
も
会
員
に
呼
び
か
け
チ
ー
ム
名
は

｢

草
刈
隊｣

と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

三
チ
ー
ム
で
の
予
選
一
回
戦
は
第
二
位
ま
ず
ま

ず
の
成
績
、
続
く
二
回
戦
の
ス
タ
ー
ト
は
よ
か
っ

た
の
で
す
が
途
中
で
相
手
の
ボ
ー
ト
と
衝
突
、
体

勢
を
立
て
直
す
間
に
相

手
は
ゴ
ー
ル
、
最
下
位

で
予
選
落
ち
と
な
り
ま

し
た
。

ト
ー
タ
ル
順
位
は
十

六
チ
ー
ム
中
十
三
位
、

残
念
な
結
果
で
し
た
。

お
も
し
ろ
か
っ
た
で
、

来
年
も
や
ろ
う
や
あ
。

����
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安
芸
高
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
統
合
さ
れ
て
一
年
余
に

な
り
、
六
拠
点
の
大
き
な
温
度
差

の
中
で
役
職
員
一
体
と
な
っ
て
組

織
づ
く
り
に
努
力
し
て
参
り
ま
し

た
。特

に
地
域
班
、
職
群
班
の
組
織

化
、
配
分
金
基
準
単
価
の
一
元
化
、

会
員
互
助
会
も
発
足
し
、
充
実
途

上
に
あ
り
ま
す
。
何
事
も
三
段
跳

び
の
よ
う
に
早
く
は
進
ん
で
い
ま

せ
ん
が
紙
面
で
ご
判
断
下
さ
る
よ

う
に
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
は
社
会
を
支
え
地
域
の
活
性

化
の
一
翼
を
担
お
う
と
力
一
杯
頑

張
っ
て
お
り
ま
す
の
で
今
後
と
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

広
報
部
一
同

���� ���������������������������������������������吉
田
町

沖
田
富
弥
様

(

二
月)

向
原
町

倉
田
武
尚
様

(

三
月)

謹
ん
で
ご
哀
悼
の
意
を
表
し

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

����
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